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主 な 内 容

Kimitsu City Assembly News

　豊かな水と肥沃な土壌などに恵まれた本市ならではの特産品が、本格的なシーズンを迎
えています。
　全国有数の生産量・品質を誇る「カラー」は、「ウエディングマーチ」や「アクアホア
イト」などの品種があり、ブライダルを中心に装花や贈り物として利用されています。
　また、市内にはいちごの摘み取り体験のできる観光農園が１１件あり、旬の味覚を楽し
もうと市内外から多くの観光客が訪れています。今シーズンも三井アウトレットパーク木
更津と観光いちご園で連携して、房総わくわくスタンプラリーを実施しています。

春はすぐそこ！　春はすぐそこ！　～君津の特産品～～君津の特産品～春はすぐそこ！　春はすぐそこ！　～君津の特産品～～君津の特産品～春はすぐそこ！　～君津の特産品～
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第４回
定例会の
あらまし

平成２６年度一般会計への附帯決議、
特別委員会の設置など可決
　第４回定例会は、１１月３０日から１２月１７日までの１８日間の会期で開かれました。
　今定例会の冒頭で、継続審査となっていた平成２６年度各会計決算の審査結果についての
委員長報告があり、いずれも認定された後、決算審査特別委員会から平成２６年度君津市一般会計歳入
歳出決算に対する附帯決議が提出され、可決されました。
　また、市長提出の２３議案、議員提出の２議案、並びに陳情１件については、慎重審議の結果、議案
はいずれも可決・同意され、緊急に介護報酬の再改定を求める陳情は不採択となりました。
　一般質問では８人が登壇し、市政運営等について、活発な議論が展開されました。
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議
会
全
員
協
議
会

議
会
運
営
委
員
会

第
４
回
定
例
会
【
本
会
議
】

○
開
会
・
会
期
の
決
定

○
議
席
の
一
部
変
更

○
特
別
委
員
長
報
告
（
質
疑
・
討
論
・

採
決
）

議
会
運
営
委
員
会

○
発
議
案
の
上
程
（
提
案
理
由
説
明
、

質
疑
、
委
員
会
付
託
省
略
、
討
論
、

採
決
）

○
議
案
の
一
部
採
決
（
提
案
理
由
説

明
、
質
疑
、
委
員
会
付
託
省
略
、
討

論
、
採
決
）

○
議
案
の
上
程
（
提
案
理
由
説
明
）

○
陳
情
の
上
程

き
み
つ
市
議
会
だ
よ
り
編
集
委
員
会

【
本
会
議
】

○
一
般
質
問
（
個
人
５
人
）

【
本
会
議
】

○
一
般
質
問
（
個
人
３
人
）

○
議
案
に
対
す
る
質
疑

○
議
案
及
び
陳
情
の
委
員
会
付
託

総
務
常
任
委
員
会

教
育
福
祉
常
任
委
員
会

経
済
環
境
常
任
委
員
会

議
会
全
員
協
議
会

議
会
運
営
委
員
会

【
本
会
議
】

○
委
員
長
報
告
（
質
疑
・
討
論
・
採

決
）

○
追
加
議
案
の
上
程
（
提
案
理
由
説

明
、
質
疑
、
委
員
会
付
託
省
略
、
討

論
、
採
決
）

広
域
連
携
調
査
特
別
委
員
会
の
設
置

公
共
施
設
等
調
査
特
別
委
員
会
の
設
置

○
閉
会

　
反
　
対

●
認
定
第
１
号

　
職
員
の
給
与
削
減
や
市
民

負
担
を
求
め
る
内
容
の
行
財

政
改
革
、
市
民
不
在
の
行
政

運
営
に
同
意
で
き
な
い
。

●
認
定
第
２
号

　
学
校
給
食
共
同
調
理
場
建

設
に
関
し
、
調
理
場
を
一
箇

所
に
す
る
こ
と
に
反
対
。

●
認
定
第
３
号

　
資
格
証
明
書
を
交
付
し
て

い
る
こ
と
に
反
対
。

●
認
定
第
６
号

　
訪
問
介
護
サ
ー
ビ
ス
の
廃

止
な
ど
に
つ
い
て
反
対
。

●
認
定
第
７
号

　
年
齢
で
差
別
す
る
制
度
で

あ
る
た
め
反
対
。

●
議
案
第
２
号
、
第
４
号
な

い
し
第
６
号

　
マ
イ
ナ
ン
バ
ー
に
関
す
る

詐
欺
事
件
の
発
生
な
ど
、
制

度
導
入
は
安
全
性
が
担
保
さ

れ
る
ま
で
、
延
期
か
中
止
す

べ
き
と
考
え
る
た
め
反
対
。

●
議
案
第
７
号

　
水
道
料
金
値
上
げ
に
つ
い

て
は
、
ご
み
袋
有
料
化
と
同

様
、
新
た
な
市
民
負
担
を
求

め
る
た
め
反
対
。

●
陳
情
第
　
号
１０

　
政
府
は
制
度
維
持
の
た
め

報
酬
の
大
幅
ア
ッ
プ
で
利
用

者
へ
の
サ
ー
ビ
ス
の
充
実
を

行
う
べ
き
と
考
え
る
こ
と
か

ら
、
採
択
す
べ
き
で
あ
る
。

　
賛
　
成

●
認
定
第
１
号

　
新
た
に
、
生
命
保
険
の
解

約
な
ど
の
対
策
を
講
じ
、
徴

収
率
の
向
上
に
取
り
組
ん
だ

こ
と
な
ど
か
ら
賛
成
。

●
認
定
第
２
号

　
学
校
給
食
共
同
調
理
場
　

建
設
事
業
執
行
の
一
時
凍
結

は
勇
気
と
責
任
を
持
っ
て
決

定
し
た
も
の
と
理
解
す
る
。

●
認
定
第
３
号

　
ジ
ェ
ネ
リ
ッ
ク
医
薬
品
の

使
用
促
進
な
ど
医
療
費
の
適

正
化
に
努
め
た
と
理
解
す
る
。

●
認
定
第
６
号

　
多
様
化
す
る
介
護
需
要
に

応
え
た
と
理
解
す
る
。

●
認
定
第
７
号

　
国
民
皆
保
険
制
度
を
維
持

し
て
い
く
た
め
に
、
制
度
は

必
要
だ
と
考
え
る
。

●
議
案
第
　
号
２１

　
Ｂ
Ｍ
Ｘ
の
関
連
予
算
に
つ

い
て
、
事
業
を
中
止
し
、
そ

の
予
算
を
公
共
施
設
の
整
備

に
使
う
基
金
に
積
み
立
て
る

な
ど
、
市
民
の
立
場
に
立
っ

た
積
極
的
な
見
直
し
が
含
ま

れ
て
い
る
こ
と
か
ら
賛
成
。

●
議
案
第
２
号
、
議
案
第
４

号
な
い
し
第
６
号

　
議
案
は
、
マ
イ
ナ
ン
バ
ー

の
利
用
開
始
に
伴
い
、
国
の

基
準
に
沿
っ
て
迅
速
か
つ
的

確
に
条
例
を
整
備
す
る
も
の

と
理
解
す
る
。

●
議
案
第
７
号

　
将
来
に
わ
た
っ
て
、
安
定

し
た
水
道
事
業
運
営
を
行
っ

て
い
く
た
め
に
は
、
必
要
な

財
源
を
確
保
す
る
こ
と
が
重

要
で
あ
る
と
考
え
、
料
金
改

定
は
や
む
を
得
な
い
も
の
で

あ
る
と
理
解
す
る
。

●
陳
情
第
　
号
１０

　
介
護
職
員
処
遇
改
善
加
算

が
継
続
拡
充
さ
れ
る
な
ど
、

必
要
な
措
置
は
取
ら
れ
て
い

る
。
単
に
介
護
報
酬
を
引
き

上
げ
る
だ
け
で
は
、
持
続
的

か
つ
安
定
的
な
運
営
は
図
ら

れ
な
い
も
の
と
考
え
、
委
員

長
報
告
に
賛
成
。

拳　本　会　議　討　論　拳人事案件に同意
教
育
委
員
会
委
員

　
佐
藤
 ま
す
み
（
　
）
５５

君
津
市
植
畑
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議案等の審議結果

本会議の審議結果件                        名議案番号
◆市長提出議案

認　　定（賛成多数）平成２６年度君津市一般会計歳入歳出決算の認定について認 定 第１号
認　　定（賛成多数）平成２６年度君津市学校給食特別会計歳入歳出決算の認定について認 定 第２号
認　　定（賛成多数）平成２６年度君津市国民健康保険特別会計歳入歳出決算の認定について認 定 第３号
認　　定（全会一致）平成２６年度君津市聖地公園事業特別会計歳入歳出決算の認定について認 定 第４号
認　　定（全会一致）平成２６年度君津市農業集落排水事業特別会計歳入歳出決算の認定について認 定 第５号
認　　定（賛成多数）平成２６年度君津市介護保険特別会計歳入歳出決算の認定について認 定 第６号
認　　定（賛成多数）平成２６年度君津市後期高齢者医療特別会計歳入歳出決算の認定について認 定 第７号
同　　意（全会一致）教育委員会委員の任命について議 案 第１号
原案可決（賛成多数）君津市個人番号の利用に関する条例の制定について議 案 第２号
原案可決（全会一致）君津市特別会計設置条例の一部を改正する条例の制定について議 案 第３号
原案可決（賛成多数）君津市税条例の一部を改正する条例の制定について議 案 第４号
原案可決（賛成多数）君津市国民健康保険税条例の一部を改正する条例の制定について議 案 第５号
原案可決（賛成多数）君津市介護保険条例の一部を改正する条例の制定について議 案 第６号
原案可決（賛成多数）君津市水道事業給水条例の一部を改正する条例の制定について議 案 第７号
原案可決（全会一致）君津市貞元コミュニティセンターの指定管理者の指定について議 案 第８号
原案可決（全会一致）君津市松丘コミュニティセンターの指定管理者の指定について議 案 第９号
原案可決（全会一致）君津市南子安コミュニティセンターの指定管理者の指定について議 案 第１０号
原案可決（全会一致）君津市亀山コミュニティセンターの指定管理者の指定について議 案 第１１号
原案可決（全会一致）君津市営聖地公園の指定管理者の指定について議 案 第１２号
原案可決（全会一致）君津市福祉作業所ふたば園の指定管理者の指定について議 案 第１３号
原案可決（全会一致）君津市福祉作業所ミツバ園の指定管理者の指定について議 案 第１４号
原案可決（全会一致）君津市森林体験交流センターの指定管理者の指定について議 案 第１５号
原案可決（全会一致）君津市里山管理センターの指定管理者の指定について議 案 第１６号
原案可決（全会一致）君津市勤労者総合福祉センター及び君津緩衝緑地（西君津）有料公園施設の指定管理者の指定について議 案 第１７号
原案可決（全会一致）内みのわ運動公園及び君津緩衝緑地の指定管理者の指定について議 案 第１８号
原案可決（全会一致）君津市自転車駐車場の指定管理者の指定について議 案 第１９号
原案可決（全会一致）君津郡市広域市町村圏事務組合規約の一部を改正する規約の制定に関する協議について議 案 第２０号
原案可決（全会一致）平成２７年度君津市一般会計補正予算（第５号）議 案 第２１号
原案可決（全会一致）平成２７年度君津市聖地公園事業特別会計補正予算（第１号）議 案 第２２号
原案可決（全会一致）平成２７年度君津市介護保険特別会計補正予算（第３号）議 案 第２３号

◆議員提出議案
原案可決（全会一致）認定第１号　平成２６年度君津市一般会計歳入歳出決算に対する附帯決議について発議案第９号
原案可決（全会一致）広域連携調査特別委員会の設置について発議案第１０号
原案可決（全会一致）公共施設等調査特別委員会の設置について発議案第１１号

◆陳情
不 採 択（賛成少数）緊急に介護報酬の再改定を求める陳情書陳 情 第１０号

特
別
委
員
会
を
設
置

　
定
例
会
最
終
日
の
　
日
、
特
定
事
件
の
調
査
や
研
究
を
す

１７

る
た
め
、
２
つ
の
特
別
委
員
会
を
設
置
し
ま
し
た
。

広
域
連
携
調
査
特
別
委
員
会

【
調
査
事
項
】

①
近
隣
自
治
体
等
と
の
連
携
に

よ
る
広
域
的
行
政
事
業
に
関

す
る
事
項

②
そ
の
他
広
域
連
携
に
関
す
る

事
項

【
委
員
】

◎
鴇
　
田
　
　
　
剛

○
池
　
田
　
文
　
男

　
佐
　
藤
　
葉
　
子

　
松
　
本
　
裕
次
郎

　
船
　
田
　
兼
　
司

　
須
　
永
　
和
　
良

　
真
　
木
　
好
　
朗

　
高
　
橋
　
　
　
明

　
鈴
　
木
　
良
　
次

　
磯
　
貝
　
　
　
清

　
小
　
倉
　
靖
　
幸

◎
委
員
長
　
○
副
委
員
長
 

公
共
施
設
等
調
査
特
別
委
員
会

【
調
査
事
項
】

①
公
共
施
設
の
集
約
化
や
複
合

化
に
関
す
る
事
項

②
そ
の
他
公
共
施
設
等
（
交
通

体
系
の
整
備
を
含
む
）
の
利

活
用
に
関
す
る
事
項

【
委
員
】

◎
榎
　
本
　
貞
　
夫

○
橋
　
本
　
礼
　
子

　
下
　
田
　
剣
　
吾

　
野
　
上
　
慎
　
治

　
石
　
上
　
　
　
塁

　
平
　
田
　
悦
　
子

　
奈
良
輪
　
政
　
五

　
保
　
坂
　
好
　
一

　
加
　
藤
　
喜
代
美

　
三
　
浦
　
道
　
雄

　
三
　
浦
　
　
　
章

　
小
　
林
　
喜
久
男

◎
委
員
長
　
○
副
委
員
長



きみつ市議会だより　No.123 4

一般質問一般質問各議員の質問の大綱と主な質問・回答の概要です。
詳細は会議録で確認いただけます。

水
道
事
業
、
火
葬
場
事

業
、
消
防
事
業
の
一
部

が
計
画
推
進
さ
れ
て
い
る
が
、

今
後
予
定
し
て
い
る
こ
の
ほ

か
の
事
業
は
あ
る
の
か
。

市
長
　
２
０
２
０
年
東

京
オ
リ
ン
ピ
ッ
ク
・
パ

ラ
リ
ン
ピ
ッ
ク
や
、
久
留
里

線
活
性
化
の
た
め
の
取
り
組

み
な
ど
を
実
施
す
る
ほ
か
、

近
隣
市
と
定
期
的
に
情
報
を

交
換
し
な
が
ら
、
効
果
的
な

連
携
分
野
の
研
究
を
続
け
て

い
く
。第

１
次
ま
ち
づ
く
り
実

施
計
画
の
成
果
指
標
と

評
価
の
捉
え
方
は
。

企
画
政
策
部
長
　
施
策

評
価
は
、
施
策
の
進
行

状
況
の
評
価
や
課
題
の
整
理
、

取
り
組
み
方
針
の
検
討
な
ど

を
行
う
も
の
で
、
平
成
　
年
２６

度
か
ら
実
施
し
て
い
る
。
内

部
評
価
の
ほ
か
に
知
識
、
経

験
を
持
つ
外
部
委
員
に
よ
る

外
部
評
価
を
実
施
す
る
こ
と

で
、
評
価
の
客
観
性
と
信
頼

性
を
確
保
し
て
い
る
。

第
１
次
ま
ち
づ
く
り
実

施
計
画
の
評
価
と
現
場

職
員
の
意
向
が
第
２
次
ま
ち

づ
く
り
計
画
（
素
案
）
に
反

映
さ
れ
て
い
る
か
。

企
画
政
策
部
長
　
評
価

に
つ
い
て
は
、
フ
ィ
ー

ド
バ
ッ
ク
を
し
て
、
議
論
し

て
い
る
。
外
部
評
価
に
つ
い

て
は
、
中
期
的
評
価
と
し
て

施
策
に
盛
り
込
む
よ
う
、
内

部
的
に
情
報
交
換
・
意
思
統

一
を
図
っ
て
い
る
。

ス
ポ
ー
ツ
施
設
の
環
境

整
備
に
関
す
る
総
合
的

な
実
施
計
画
は
あ
る
の
か
。

教
育
部
長
　
市
民
健
康

の
保
持
増
進
と
体
力
向

上
を
目
指
し
て
ス
ポ
ー
ツ
振

興
に
努
め
て
い
る
。
現
在
は
、

年
度
毎
の
全
体
整
備
計
画
は

策
定
し
て
い
な
い
。

当
初
の
計
画
と
比
べ
、

交
通
量
が
大
幅
に
減
っ

て
き
て
い
る
、
国
補
助
金
が

減
っ
て
い
る
な
ど
、
根
幹
に

か
か
わ
る
部
分
が
変
わ
っ
て

き
て
い
る
。
運
営
主
体
も
決

ま
っ
て
い
な
い
中
で
建
設
を

す
る
こ
と
が
妥
当
か
。

　
ま
た
、
君
津
市
公
共
施
設

マ
ネ
ジ
メ
ン
ト
基
本
方
針
で

は
、「
新
た
な
公
共
施
設
は

設
置
し
な
い
こ
と
を
原
則

に
」
と
あ
る
が
整
合
性
は
。

経
済
部
長
　
平
成
　
年
２２

度
の
道
路
交
通
セ
ン
サ

ス
と
平
成
　
年
度
の
県
の
交

２５

通
量
調
査
を
比
べ
る
と
、　１３

％
減
少
し
て
い
る
。
ま
た
、

国
か
ら
の
交
付
金
に
つ
い
て

は
、
減
額
さ
れ
る
可
能
性
も

あ
る
と
聞
い
て
い
る
。
運
営

主
体
に
つ
い
て
は
、
地
元
と

協
議
を
継
続
中
で
あ
る
。
今

後
、
施
設
の
整
備
に
伴
い
、

自
然
休
養
村
管
理
セ
ン
タ
ー

は
廃
止
す
る
。

交
通
量
が
　
％
減
と
い

１３

う
こ
と
だ
が
、
こ
れ
は

測
定
の
場
所
が
違
う
。
同
じ

地
点
で
比
較
し
た
と
仮
定
し

て
、
試
算
を
し
た
か
。

経
済
部
長
　
し
て
い
な

い
。

過
去
に
運
営
主
体
が
決

ま
っ
て
い
な
い
状
況
で
、

こ
う
い
っ
た
施
設
を
建
設
し

た
例
は
あ
る
か
。

経
済
部
長
　
経
済
部
所

管
の
施
設
に
つ
い
て
は
、

施
設
整
備
を
す
る
と
き
に
、

運
営
主
体
の
見
込
み
を
つ
け

て
や
っ
て
い
る
。

現
時
点
で
運
営
団
体
は

決
ま
っ
て
い
な
い
。
そ

の
状
況
で
来
年
度
の
予
算
を

つ
け
る
こ
と
は
、
常
識
的
に

考
え
て
お
か
し
い
。
見
解
は
。

副
市
長
　
地
域
の
方
々

の
自
主
的
な
運
営
、
ま

た
そ
の
運
営
に
対
し
て
の
協

力
が
な
け
れ
ば
、
施
設
を
つ

く
っ
て
も
運
営
自
体
が
成
り

立
た
な
い
と
い
う
の
は
、
指

摘
の
と
お
り
だ
と
思
う
。

石
上
　
　
塁
議
員
　（
き
み
つ
未
来
）

・
第
２
次
ま
ち
づ
く
り
実
施
計
画
に
つ
い
て

・
学
校
教
育
に
つ
い
て

・
ス
ポ
ー
ツ
振
興
に
つ
い
て

・
広
域
行
政
に
つ
い
て

Ｑ

ＱＡ

ＱＡＱ

須
永
　
和
良
議
員
　（
諸
派
・
市
民
の
会
）

・
鈴
木
市
長
の
市
政
運
営
に
つ
い
て

・
観
光
施
策
に
つ
い
て

・
イ
ン
フ
ラ
整
備
に
つ
い
て

・
教
育
施
設
の
耐
震
化
の
遅
れ
に
つ
い
て

Ａ

Ａ

ＱＡ

広
域
連
携
に
つ
い
て

（
仮
称
）清
和
地
区
観
光
交

流
セ
ン
タ
ー
に
つ
い
て

ス
ポ
ー
ツ
施
設
環
境
に

つ
い
て

ＱＡ

ＱＡ

ま
ち
づ
く
り
実
施
計
画

評
価
結
果
に
つ
い
て

ここが聞きたい！

一一一一一一一一一一般般般般般般般般般般質質質質質質質質質質一般質問問問問問問問問問問問　Q●＆ A
 一般質問の制限時間は６０分。市政全般にわたり、市長その他の
執行機関に対し、事務の執行状況や将来への方針など、自由に質
問することが許されています。
　第４回定例会では、８人の議員が大綱２９項目について、一般質
問しました。各議員による質問の大綱と主な質問・回答の概要を
通告順に掲載します。
※質問した議員自らが、項目と問答内容を選定しています。
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小
糸
地
区
の
小
中
学
校

周
辺
の
通
学
路
の
早
期

の
歩
道
設
置
を
求
め
る
が
見

解
は
。
ま
た
急
増
す
る
吸
血

ヤ
マ
ビ
ル
の
児
童
生
徒
へ
の

被
害
状
況
は
。

建
設
部
長
　
 中
  小
 周
辺

な
か
 し
ょ
う

で
は
抜
け
道
利
用
の
車

が
多
く
ゾ
ー
ン
　
の
整
備
に

３０

取
り
組
ん
で
い
る
。
小
糸
中

近
く
の
変
則
五
差
路
を
含
め

た
歩
道
整
備
の
平
成
　
年
度

２８

完
成
を
目
指
す
と
と
も
に
、

鈴
木
病
院
前
の
歩
道
整
備
が

図
れ
る
よ
う
努
め
て
い
く
。

　
ヤ
マ
ビ
ル
は
亀
山
地
区
で

　
件
の
被
害
が
あ
っ
た
。
被

１０害
抑
制
に
は
日
当
た
り
や
風

通
し
が
有
効
な
た
め
、
通
学

路
沿
道
の
地
権
者
に
植
生
の

伐
採
を
要
請
し
、
他
校
に
も

注
意
喚
起
し
て
い
く
。

消
防
職
員
が
業
務
に
必

要
な
被
服
や
装
備
品
を

自
費
購
入
さ
せ
ら
れ
て
い
る

と
い
う
の
は
本
当
か
。
ま
た
、

消
防
団
員
が
負
担
に
感
じ
て

い
る
こ
と
は
。

消
防
長
　
個
人
貸
与
品

が
破
損
し
た
場
合
は
、

必
要
に
応
じ
自
費
購
入
し
て

お
り
、
活
動
服
、
手
袋
等
金

額
は
約
１
７
０
万
円
で
あ
る
。

　
消
防
団
員
ア
ン
ケ
ー
ト
で

は
操
法
活
動
等
が
負
担
と
い

う
回
答
が
あ
っ
た
。

自
費
購
入
は
限
度
を
超

え
て
い
る
し
、
組
織
や

上
司
へ
の
信
頼
に
関
わ
る
。

必
ず
是
正
す
べ
き
だ
。

財
政
部
長
　
予
算
編
成

の
中
で
消
防
本
部
と
十

分
協
議
し
て
決
定
し
て
い
く
。

今
の
消
防
団
員
の
状
況

の
厳
し
さ
を
ど
う
認
識

す
る
か
。

消
防
長
　
現
在
の
社
会

状
況
は
、
非
正
規
職
員

が
増
加
し
、
休
日
も
少
な
く

休
み
づ
ら
い
と
の
声
が
あ
る
。

消
防
団
員
の
負
担
軽
減
は
重

要
だ
と
認
識
し
て
い
る
。

地
域
包
括
ケ
ア
シ
ス
テ

ム
の
現
在
の
進
ち
ょ
く

状
況
と
今
後
の
見
通
し
に
つ

い
て
伺
う
。

市
長
　
在
宅
医
療
・
介

護
連
携
の
推
進
、
認
知

症
施
策
の
推
進
、
生
活
支
援

サ
ー
ビ
ス
の
体
制
整
備
に
つ

い
て
は
、
県
や
医
師
会
、
関

係
機
関
と
連
携
、
調
整
に
つ

い
て
検
討
し
て
い
る
。
平
成

　
年
を
目
途
に
国
は
構
築
を

３７求
め
て
い
る
が
、
よ
り
早
い

構
築
に
向
け
、
体
制
を
整
備

し
て
い
き
た
い
と
考
え
て
い

る
。

肺
炎
球
菌
ワ
ク
チ
ン
接

種
は
肺
炎
の
予
防
に
大

変
有
効
で
あ
る
。　
歳
か
ら

６５

５
歳
刻
み
の
定
期
接
種
の
対

象
者
へ
の
周
知
と
接
種
率
向

上
対
策
に
つ
い
て
伺
う
。

保
健
福
祉
部
長
　
特
に

効
果
が
高
い
と
さ
れ
て

い
る
　
歳
の
対
象
者
に
接
種

６５

の
機
会
を
逃
す
こ
と
の
な
い

よ
う
、
よ
り
良
い
周
知
方
法

を
検
討
し
て
い
く
。

時
間
や
場
所
に
と
ら
わ

れ
ず
、
子
育
て
に
対
す

る
不
安
や
負
担
の
軽
減
を
図

る
こ
と
が
で
き
る
ア
プ
リ
が

有
効
と
考
え
る
。
子
育
て
ア

プ
リ
導
入
に
つ
い
て
伺
う
。

保
健
福
祉
部
長
　
県
の

ア
プ
リ
を
活
用
し
た
情

報
発
信
を
平
成
　
年
８
月
か

２７

ら
運
用
し
て
い
る
。
引
き
続

き
子
育
て
等
に
関
す
る
情
報

提
供
の
普
及
、
定
着
に
努
め

る
。

公
民
館
ト
イ
レ
の
改
修

計
画
を
伺
う
。

教
育
部
長
　
幅
広
い
年

齢
層
が
安
心
し
て
利
用

で
き
る
よ
う
、
ト
イ
レ
の
手

す
り
の
設
置
や
洋
式
化
に
つ

い
て
検
討
し
て
い
く
。

大
和
田
神
門
線
の
左
岸

部
分
を
生
活
道
路
と
し

て
整
備
で
き
れ
ば
、
日
常
生

活
に
も
避
難
道
路
と
し
て
も

大
変
役
立
つ
と
考
え
る
が
見

解
を
伺
う
。

建
設
部
長
　
左
岸
の
新

設
道
路
に
つ
い
て
は
、

防
災
の
観
点
か
ら
大
変
有
効

な
方
策
と
思
わ
れ
る
の
で
、

現
在
、
自
治
会
と
協
議
し
て

い
る
　
路
線
と
合
わ
せ
て
検

３２

討
し
て
い
く
。

自
主
防
災
組
織
の
で
き

て
い
る
自
治
会
は
、
２

１
３
自
治
会
中
　
と
い
う
低

５８

さ
で
あ
る
。
こ
の
割
合
を
高

め
る
た
め
の
方
策
を
伺
う
。

総
務
部
長
　
市
で
は
、

新
し
く
結
成
さ
れ
た
組

織
に
対
し
て
、
災
害
時
で
の

初
期
活
動
に
必
要
な
発
電
機

や
投
光
器
な
ど
、
防
災
資
機

材
を
交
付
し
て
い
る
。
ま
た
、

結
成
後
は
、
自
主
防
災
組
織

等
が
主
催
す
る
防
災
訓
練
、

防
災
講
座
に
積
極
的
に
協
力

し
て
い
る
。
今
後
も
引
き
続

き
市
政
協
力
員
会
議
、
防
災

訓
練
や
防
災
講
座
等
の
場
で

自
主
防
災
組
織
の
設
立
に
つ

い
て
お
願
い
し
て
い
く
。

学
校
が
統
合
さ
れ
、
ク

ラ
ス
の
人
数
が
増
え
て

も
、
き
め
細
か
な
指
導
が
で

き
る
環
境
づ
く
り
が
求
め
ら

れ
る
が
、
そ
の
対
策
を
伺
う
。

教
育
部
長
　
き
め
細
か

な
指
導
が
で
き
る
教
育

環
境
づ
く
り
の
た
め
に
は
、

学
校
へ
の
人
的
支
援
が
重
要

で
あ
る
こ
と
は
認
識
し
て
い

る
。
適
切
な
学
習
指
導
や
生

活
指
導
を
充
実
さ
せ
る
た
め

に
加
配
教
員
が
必
要
で
あ
る

と
考
え
て
お
り
、
統
合
時
の

加
配
教
員
に
つ
い
て
は
積
極

的
に
県
へ
要
望
し
て
い
き
た

い
。
教
育
委
員
会
と
し
て
は
、

引
き
続
き
本
市
独
自
の
指
導

補
助
教
員
等
を
配
置
し
、
学

校
の
支
援
を
行
っ
て
い
く
。

ＱＡ

Ａ

佐
藤
　
葉
子
議
員
　（
公
明
党
）

・
健
康
福
祉
行
政
に
つ
い
て

・
子
育
て
支
援
に
つ
い
て

・
思
い
や
り
の
あ
る
ま
ち
づ
く
り
に
つ
い
て

Ｑ

ＱＡ

ＱＡ

野
上
　
慎
治
議
員
　（
公
明
党
）

・
防
災
対
策
に
つ
い
て
　

・
学
校
再
編
に
つ
い
て

・
君
津
市
教
育
大
綱
に
つ
い
て

下
田
　
剣
吾
議
員
　（
諸
派
・
市
民
の
会
）

・
フ
ー
ド
バ
ン
ク
に
つ
い
て

・
命
を
守
る
防
災
対
策
に
つ
い
て

・
教
育
の
充
実
に
つ
い
て

・
市
役
所
の
ム
ダ
削
減
に
つ
い
て

・
消
防
政
策
に
つ
い
て

Ｑ

Ａ

Ａ

Ｑ

歩
道
と
ヤ
マ
ビ
ル
対
策

地
域
包
括
ケ
ア
シ
ス
テ

ム
構
築
に
向
け
て

子
育
て
ア
プ
リ
推
進

防
災
対
策
に
つ
い
て

学
校
再
編
に
つ
い
て

ＱＡ

ＱＡ

Ａ

消
防
団
と
消
防
職
員

ＱＡ Ｑ

健
康
寿
命
増
進
対
策

思
い
や
り
の
あ
る
ま
ち

づ
く
り

ＱＡ
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基
本
的
目
標
と
方
向
性

に
つ
い
て
伺
う
。

企
画
政
策
部
長
　
若
い

世
代
の
男
性
は
転
入
超

過
で
、
若
い
世
代
の
女
性
は

転
出
超
過
と
い
う
特
徴
か
ら
、

若
い
世
代
の
女
性
の
流
出
を

い
か
に
食
い
と
め
る
か
が
課

題
と
な
っ
て
い
る
。
安
心
し

て
子
育
て
が
で
き
る
環
境
を

整
え
る
こ
と
に
よ
り
、
若
い

世
代
の
定
住
促
進
に
つ
な
げ

て
い
き
た
い
。

来
春
に
は
ダ
イ
エ
ー
の

店
舗
閉
鎖
が
報
告
さ
れ

て
い
る
が
、
地
域
の
消
費
ニ
ー

ズ
に
ど
の
よ
う
に
取
り
組
み
、

対
応
し
て
い
く
か
伺
う
。

経
済
部
長
　
車
な
ど
の

移
動
手
段
を
持
た
な
い

買
い
物
困
難
者
や
本
市
経
済

へ
の
影
響
が
懸
念
さ
れ
る
こ

と
か
ら
、
現
在
、
商
工
会
議

所
と
も
連
携
し
な
が
ら
、
ダ

イ
エ
ー
本
社
に
対
し
て
商
業

施
設
と
し
て
の
存
続
に
つ
い

て
要
望
し
て
い
る
。

本
市
は
人
・
農
地
プ
ラ

ン
に
つ
い
て
ど
の
よ
う

に
取
り
組
み
設
定
す
る
か
、

設
定
の
時
期
と
規
模
に
つ
い

て
伺
う
。

経
済
部
長
　
市
全
体
で

一
つ
の
人
・
農
地
プ
ラ

ン
を
今
年
度
中
に
作
成
し
、

担
い
手
と
し
て
位
置
づ
け
た

農
業
者
を
中
心
に
地
域
の
徹

底
的
な
話
し
合
い
に
よ
る
個

別
的
、
具
体
的
な
プ
ラ
ン
作

り
を
進
め
て
い
く
。

市
全
体
で
設
定
を
す
る

人
・
農
地
プ
ラ
ン
は
、

補
助
金
等
を
活
用
で
き
る
適

切
な
人
・
農
地
プ
ラ
ン
に

な
っ
て
い
る
か
伺
う
。

経
済
部
長
　
経
営
体
育

成
事
業
、
ま
た
は
青
年

就
農
給
付
金
等
の
支
援
を
受

け
る
条
件
を
ク
リ
ア
す
る
プ

ラ
ン
を
つ
く
っ
て
い
き
た
い
。

陸
上
自
衛
隊
木
更
津
駐

屯
地
が
オ
ス
プ
レ
イ
の

整
備
拠
点
に
選
定
さ
れ
た
と

い
う
こ
と
つ
い
て
、
安
全
安

心
な
ま
ち
づ
く
り
に
危
機
感

を
抱
い
て
い
る
が
市
長
の
認

識
を
伺
う
。

市
長
　
市
民
の
安
全
、

安
心
が
確
保
で
き
る
よ

う
、
国
や
木
更
津
市
等
か
ら

の
情
報
収
集
に
努
め
て
い
く
。

学
校
給
食
共
同
調
理
場

の
今
後
の
見
通
し
に
つ

い
て
伺
う
。

教
育
部
長
　
少
し
で
も

早
く
、
安
く
、
安
全
な

調
理
場
を
建
設
で
き
る
方
法

を
検
討
し
て
お
り
、
今
年
度

中
に
新
調
理
場
の
建
設
方
針

を
決
定
し
て
い
く
。

本
会
議
場
で
の
議
論
が

全
く
さ
れ
な
か
っ
た
、

ご
み
袋
有
料
化
条
例
に
つ
い

て
、
改
め
て
撤
回
を
訴
え
る
。

明
解
な
答
弁
を
お
願
い
し
た

い
。

市
民
環
境
部
長
　
指
定

ご
み
袋
制
度
の
見
直
し

に
あ
た
っ
て
は
、
市
民
や
事

業
者
等
の
代
表
で
構
成
す
る

廃
棄
物
減
量
等
推
進
審
議
会

に
諮
り
検
討
を
重
ね
、
平
成

　
年
３
月
議
会
に
お
い
て
活

２７発
な
議
論
を
賜
り
議
決
い
た

だ
い
た
も
の
で
、
平
成
　
年
２８

４
月
の
導
入
に
向
け
て
引
き

続
き
市
民
へ
の
十
分
な
説
明

に
心
が
け
、
理
解
が
得
ら
れ

る
よ
う
努
め
て
い
く
。

２
０
７
９
筆
の
ご
み
袋

有
料
化
撤
回
を
求
め
る

署
名
を
７
月
に
実
施
し
た
市

民
ア
ン
ケ
ー
ト
の
コ
メ
ン
ト

と
と
も
に
市
長
に
提
出
し
た

が
、
読
ま
れ
た
の
か
伺
う
。

副
市
長
　
全
て
読
ま
せ

て
頂
い
た
。
今
後
と
も

丁
寧
に
説
明
し
て
、
市
民
に

ご
理
解
を
い
た
だ
け
る
よ
う

努
め
て
い
く
。

船
田
　
兼
司
議
員
　（
真
政
会
）

・
地
方
創
生
に
つ
い
て

・
第
２
次
ま
ち
づ
く
り
実
施
計
画
に
つ
い
て

・
農
業
振
興
に
つ
い
て

Ｑ

ＱＡ

ＱＡＱ

三
浦
　
道
雄
議
員
　（
諸
派
・
日
本
共
産
党
）

・
行
財
政
運
営
に
対
す
る
市
長
の
見
解
及

び
認
識
に
つ
い
て

・
福
祉
・
医
療
行
政
に
つ
い
て

・
教
育
行
政
に
つ
い
て

・
環
境
行
政
に
つ
い
て

Ａ

Ａ

Ｑ

Ａ

君
津
市
「
ま
ち
・
ひ
と
・

し
ご
と
創
生
」
総
合
戦
略

農
業
経
営
の
安
定
化
に

つ
い
て

市
民
の
安
全
・
安
心
な

ま
ち
づ
く
り
に
つ
い
て

ＱＡ

防
災
行
政
無
線
の
難
聴

地
域
の
解
消
に
向
け
て

ど
の
よ
う
な
対
応
を
行
っ
て

い
る
の
か
伺
う
。

総
務
部
長
　
ス
ピ
ー

カ
ー
の
交
換
や
修
繕
、

新
た
な
設
置
に
つ
い
て
随
時

対
応
し
て
い
る
。
ま
た
、
防

災
テ
レ
ホ
ン
ガ
イ
ド
、
防
災

メ
ー
ル
、
防
災
ツ
イ
ッ
タ
ー
、

ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
に
よ
り
市
民

へ
の
情
報
発
信
を
行
っ
て
い

る
。

自
主
防
災
組
織
設
立
に

向
け
て
の
取
組
み
に
つ

い
て
伺
う
。

総
務
部
長
　
今
後
も
市

政
協
力
員
会
議
を
は
じ

め
、
防
災
訓
練
や
防
災
講
座

等
の
場
で
自
主
防
災
組
織
の

設
立
に
つ
い
て
お
願
い
し
て

い
き
た
い
と
考
え
て
い
る
。

地
域
の
生
活
環
境
に
影

響
を
及
ぼ
す
空
き
家
の

所
有
者
に
対
し
て
ど
の
よ
う

な
指
導
を
行
っ
て
い
る
か
伺

う
。

市
民
環
境
部
長
　
適
切

な
管
理
を
行
う
よ
う
文

書
や
電
話
に
よ
る
指
導
を

行
っ
て
い
る
が
、
現
状
で
は

こ
れ
以
上
の
指
導
を
行
う
こ

と
は
難
し
い
。
今
後
は
「
空

家
等
対
策
の
推
進
に
関
す
る

特
別
措
置
法
」
に
基
づ
い
て
、

指
導
、
対
策
が
と
れ
る
よ
う

組
織
体
制
づ
く
り
に
取
り
組

ん
で
い
く
。

君
津
イ
ン
タ
ー
チ
ェ
ン

ジ
周
辺
の
整
備
に
つ
い

て
伺
う
。

建
設
部
長
　
君
津
イ
ン

タ
ー
チ
ェ
ン
ジ
周
辺
は

市
街
化
調
整
区
域
及
び
農
振

農
用
地
の
た
め
、
土
地
利
用

が
厳
し
く
制
限
さ
れ
て
い
る

が
、
観
光
や
産
業
の
拠
点
と

し
て
地
域
活
性
化
を
図
る
た

め
、
今
後
は
、
土
地
利
用
方

針
を
策
定
す
る
と
と
も
に
、

企
業
が
進
出
し
や
す
い
環
境

整
備
を
進
め
て
い
く
。

松
本
　
裕
次
郎
議
員
　（
き
み
つ
未
来
）

・
健
全
な
行
財
政
運
営
に
つ
い
て

・
防
災
対
策
に
つ
い
て

・
都
市
基
盤
の
整
備
に
つ
い
て

ＱＡＱ

Ａ

防
災
対
策
に
つ
い
て

都
市
基
盤
の
整
備
に
つ

い
て

ＱＡ

ＱＡ

ご
み
袋
有
料
化
撤
回
に

つ
い
て

ＱＡ

商
工
業
振
興
・
商
業
施

設
誘
致
に
つ
い
て

学
校
給
食
共
同
調
理
場

整
備
事
業
に
つ
い
て

ＱＡ
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■総務常任委員会

審
査
案
件
（
議
案
第
７
号
な
い

し
第
　
号
、
第
　
号
な
い
し
第

１２

１５

　
号
、
第
　
号
及
び
第
　
号
）

１９

２１

２２

◆
議
案
第
７
号

（
内
容
）水
道
事
業
の
経
営
の
健

全
化
を
図
る
た
め
基
本
料
金
、

水
量
料
金
及
び
一
時
使
用
料
金

の
額
を
改
正
し
よ
う
と
す
る
も

の
。

賛
成
討
論
　
料
金
改
定
に
つ
い

て
、
理
解
せ
ざ
る
を
得
な
い
状

況
だ
が
、
ご
み
袋
の
有
料
化
と

も
相
ま
っ
て
市
民
感
情
と
し
て

は
、
納
得
し
難
い
可
能
性
も
あ

る
た
め
、
市
民
に
対
す
る
十
分

な
説
明
を
行
わ
れ
た
い
。（
全

会
一
致
で
可
決
す
べ
き
も
の
と

決
定
）

◆
議
案
第
　
号
２１

（
内
容
）道
路
橋
梁
災
害
復
旧
費

に
つ
い
て
は
、
平
成
　
年
９
月

２７

に
発
生
し
た
豪
雨
に
よ
り
被
災

し
た
六
手
・
宮
下
線
ほ
か
２
路

線
の
災
害
復
旧
工
事
に
要
す
る

１
６
５
９
万
９
千
円
を
増
額
補

正
し
、
財
源
と
し
て
、
国
庫
負

担
金
１
０
６
７
万
２
千
円
、
起

債
５
３
０
万
円
、
一
般
財
源

　
万
７
千
円
を
充
て
る
こ
と
な

６２ど
。

問
　
六
手
・
宮
下
線
の
道
路
復

旧
工
事
の
完
了
予
定
は
。

答
　
今
後
、
県
に
よ
る
設
計
審

査
を
経
た
あ
と
、
年
内
に
は
執

行
し
た
い
こ
と
、
ま
た
、
適
正

工
期
は
２
カ
月
半
で
あ
る
こ
と

か
ら
、
来
春
を
目
途
に
完
了
さ

せ
た
い
。

問
　
資
源
ご
み
分
別
収
集
業
務

委
託
に
関
す
る
債
務
負
担
行
為

の
設
定
に
関
し
、
ビ
ン
･
缶
類

と
は
別
に
ペ
ッ
ト
ボ
ト
ル
・
容

器
包
装
プ
ラ
ス
チ
ッ
ク
の
収
集

の
み
を
５
年
間
の
業
務
委
託
と

す
る
合
理
性
は
あ
る
か
。

答
　
ペ
ッ
ト
ボ
ト
ル
等
の
収
集

に
は
、
特
別
な
車
両
を
使
用
す

る
こ
と
か
ら
、
委
託
期
間
を
５

年
と
し
て
考
え
て
い
る
こ
と
、

ビ
ン
・
缶
類
の
収
集
業
務
の
契

約
方
法
に
関
し
て
は
、
様
々
な

課
題
が
あ
る
中
で
、
す
ぐ
に
業

務
委
託
で
き
る
も
の
か
ら
、
先

に
進
め
て
い
く
こ
と
は
、
合
理

性
が
あ
る
と
考
え
る
。

賛
成
討
論
　
ペ
ッ
ト
ボ
ト
ル
・

容
器
包
装
プ
ラ
ス
チ
ッ
ク
の
収

集
業
務
委
託
に
つ
い
て
は
、
現

在
、
随
意
契
約
を
し
て
い
る
そ

の
他
の
ご
み
収
集
業
務
委
託
の

見
直
し
へ
の
影
響
も
懸
念
さ
れ

る
が
、
ご
み
収
集
に
係
る
課
題

に
対
す
る
執
行
部
の
取
り
組
み

姿
勢
を
評
価
す
る
こ
と
か
ら
賛

成
す
る
。（
全
会
一
致
で
可
決

す
べ
き
も
の
と
決
定
）

■経済環境常任委員会

審
査
案
件
（
議
案
第
２
号
な
い

し
第
４
号
、
第
　
号
及
び
第
　

２０

２１

号
）

◆
議
案
第
２
号

（
内
容
）マ
イ
ナ
ン
バ
ー
の
利
用

に
関
し
、
条
例
を
制
定
し
よ
う

と
す
る
も
の
で
、
個
人
番
号
の

利
用
は
原
則
、
番
号
法
の
規
定

以
外
に
は
利
用
で
き
な
い
が
、

例
外
と
し
て
、
条
例
で
定
め
、

個
人
番
号
を
独
自
利
用
し
、
情

報
連
携
が
で
き
る
こ
と
か
ら
、

４
つ
の
独
自
利
用
に
つ
い
て
規

定
を
す
る
も
の
。（
全
会
一
致

で
可
決
す
べ
き
も
の
と
決
定
）

◆
議
案
第
　
号
２１

（
内
容
）
歳
出
に
つ
い
て
、
総
務

管
理
費
の
う
ち
財
政
管
理
費

２
８
０
０
万
円
の
増
額
、
総
務

管
理
費
の
う
ち
企
画
費
１
８
０

０
万
円
の
減
額
に
つ
い
て
は
、

Ｂ
Ｍ
Ⅹ
競
技
施
設
の
建
設
を
中

止
し
た
こ
と
か
ら
、
事
業
費
を

減
額
し
、
今
後
の
公
共
施
設
整

備
に
備
え
同
額
を
積
み
立
て
る

も
の
。
選
挙
費
の
う
ち
選
挙
管

理
委
員
会
費
１
５
５
万
６
千
円

の
増
額
に
つ
い
て
は
、
法
の
一

部
改
正
に
伴
い
、
選
挙
権
の
年

齢
が
　
歳
か
ら
　
歳
へ
と
引
き

２０

１８

下
げ
ら
れ
る
こ
と
か
ら
、
現
在

使
用
し
て
い
る
シ
ス
テ
ム
の
改

修
に
要
す
る
費
用
で
あ
る
。

問
　
選
挙
管
理
人
名
簿
シ
ス
テ

ム
改
修
費
補
助
金
に
つ
い
て
伺

う
。

答
　
国
の
交
付
要
綱
で
、
国
が

定
め
る
基
準
額
の
２
分
の
１
を

上
限
と
し
て
補
助
す
る
こ
と
と

な
っ
て
い
る
。
平
成
　
年
度
中

２７

に
シ
ス
テ
ム
改
修
を
完
了
し
な

い
と
国
の
補
助
対
象
と
な
ら
な

い
た
め
補
正
予
算
で
対
応
し
た

も
の
。（
全
会
一
致
で
可
決
す

べ
き
も
の
と
決
定
）

審
査
案
件
（
議
案
第
５
号
及
び

第
６
号
、
第
　
号
及
び
第
　
号
、

１３

１４

第
　
号
、
第
　
号
、
陳
情
第
　

２１

２３

１０

号
）

◆
議
案
第
５
号
及
び
第
６
号

（
内
容
）議
案
第
５
号
に
つ
い
て

は
、
法
の
制
定
に
伴
い
、
国
民

健
康
保
険
税
条
例
の
一
部
を
改

正
し
よ
う
と
す
る
も
の
。

　
議
案
第
６
号
に
つ
い
て
は
、

法
の
制
定
に
伴
い
、
介
護
予

防
・
日
常
生
活
支
援
総
合
事
業

の
実
施
時
期
を
前
倒
し
す
る
た

め
、
条
例
の
一
部
を
改
正
し
よ

う
と
す
る
も
の
。

反
対
討
論
　
議
案
第
５
号
及
び

第
６
号
に
つ
い
て
一
括
し
て
、

個
人
情
報
の
流
失
や
犯
罪
等
を

危
惧
す
る
た
め
マ
イ
ナ
ン
バ
ー

法
そ
の
も
の
に
反
対
で
あ
る
こ

と
か
ら
賛
成
で
き
な
い
。

賛
成
討
論
　
手
続
き
の
一
部
に

簡
略
化
が
図
れ
る
こ
と
や
、
よ

り
正
確
な
所
得
の
把
握
が
可
能

と
な
り
、
被
保
険
者
間
の
負
担

の
公
平
性
が
よ
り
担
保
さ
れ
る

こ
と
か
ら
、
議
案
第
５
号
及
び

第
６
号
に
つ
い
て
一
括
し
て
賛

成
で
あ
る
。（
賛
成
多
数
で
可

決
す
べ
き
も
の
と
決
定
）

◆
陳
情
第
　
号
１０

（
内
容
）住
民
・
利
用
者
の
保
険

料
・
利
用
料
負
担
増
に
つ
な
が

ら
な
い
よ
う
に
緊
急
に
介
護
報

酬
を
大
幅
に
引
き
上
げ
る
旨
の

意
見
書
の
提
出
を
求
め
る
も
の
。

反
対
討
論
　
今
回
の
改
定
に
つ

い
て
は
、
現
行
の
課
題
を
改
善

す
る
た
め
に
必
要
な
措
置
が
取

ら
れ
て
い
る
。
ま
た
、
現
時
点

で
は
介
護
報
酬
の
改
定
後
、
期

間
も
わ
ず
か
で
あ
る
こ
と
な
ど

か
ら
、
い
ま
し
ば
ら
く
は
動
向

を
注
視
す
る
必
要
も
あ
る
。

賛
成
討
論
　
介
護
保
険
制
度
の

充
実
は
喫
緊
の
課
題
で
あ
り
、

現
状
の
ま
ま
で
は
介
護
難
民
の

発
生
や
後
進
の
育
成
の
面
か
ら

も
不
安
が
残
る
た
め
国
費
の
投

入
を
検
討
す
べ
き
で
あ
る
。

（
賛
成
少
数
で
不
採
択
す
べ
き

も
の
と
決
定
）

■教育福祉常任委員会
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問
庁
用
自
動
車
の
リ
ー
ス
方
式
の
導

入
に
つ
い
て
伺
う
。

答
維
持
管
理
費
な
ど
を
研
究
し
、

リ
ー
ス
方
式
が
有
利
で
あ
る
と
総
合

的
に
判
断
し
た
場
合
に
は
、
導
入
し

て
い
き
た
い
。

問
行
政
経
営
改
革
事
業
の
事
務
事
業

総
点
検
に
つ
い
て
伺
う
。

答
外
部
意
見
は
、
そ
の
ま
ま
取
り
入

れ
る
の
で
は
な
く
、
施
設
や
事
業
の

成
り
立
ち
、
ま
た
現
在
の
状
況
、
そ

し
て
将
来
の
見
込
み
も
検
討
に
入
れ

た
中
で
経
営
改
革
を
着
実
に
実
施
し

た
い
。

問
定
住
促
進
事
業
の
成
果
に
つ
い
て

伺
う
。

答
定
住
促
進
戦
略
委
員
会
に
お
い
て
、

住
宅
供
給
の
観
点
か
ら
は
、
国
庫
補

助
金
を
活
用
し
賃
貸
住
宅
の
各
種
助

成
な
ど
を
行
う
地
域
有
料
賃
貸
住
宅

制
度
を
、
子
育
て
支
援
の
観
点
か
ら

は
、
多
様
な
保
育
ニ
ー
ズ
に
対
応
す

べ
く
民
間
活
力
を
積
極
的
に
導
入
し

て
い
く
こ
と
な
ど
、
施
策
の
方
向
性

を
決
定
し
た
。

　
移
住
相
談
に
つ
い
て
は
、
移
住
促

進
イ
ベ
ン
ト
な
ど
に
お
い
て
、
前
年

度
を
上
回
る
約
　
件
の
相
談
を
受
け

３０

た
こ
と
な
ど
か
ら
、
今
後
も
、
広
く

市
内
外
へ
情
報
発
信
す
る
な
ど
、
積

極
的
な
Ｐ
Ｒ
活
動
に
努
め
て
い
く
。

（
９
ペ
ー
ジ
上
へ
続
く
） 

　
決
算
審
査
特
別
委
員
会
で
は
、　１１

月
９
日
か
ら
３
日
間
に
わ
た
り
、
平

成
　
年
度
一
般
会
計
歳
入
歳
出
決
算

２６
等
、
認
定
議
案
７
件
の
審
査
を
行
い

ま
し
た
。

　
慎
重
な
審
査
の
結
果
、
認
定
第
１

号
な
い
し
認
定
第
７
号
す
べ
て
が
、

原
案
の
と
お
り
、
認
定
さ
れ
ま
し
た
。

　
ま
た
、
認
定
第
１
号
に
つ
い
て
は

可
決
後
に
経
常
収
支
比
率
の
改
善
な

ど
を
求
め
る
附
帯
決
議
が
提
出
さ
れ
、

全
会
一
致
で
附
帯
決
議
を
付
す
こ
と

に
決
定
し
ま
し
た
。

　
な
お
、
委
員
会
審
査
に
お
け
る
主
な

質
疑
と
意
見
は
、
以
下
の
と
お
り
で
す
。

　委 員 長　　　　　　　
　　池　田　文　男
　副委員長
　　下　田　剣　吾
　委　　員
　松　本　裕次郎　　　平　田　悦　子
　奈良輪　政　五　　　船　田　兼　司
　保　坂　好　一　　　高　橋　　　明
　加　藤　喜代美　　　鈴　木　良　次
　榎　本　貞　夫　　　小　林　喜久男

 決算審査特別委員会 

認
定
第
１
号

一
般
会
計

事業を精査し、
効果的な予算編成を
平成２６年度一般会計決算２９６億円を認定
一般会計決算に対し附帯決議
各特別会計も認定

事
務
事
業
の
総
点
検
を
生
か
し

一
刻
も
早
い
事
業
の
再
編
を

　平成２６年度一般会計歳入歳出決算並びに、各特別
会計歳入歳出決算について、決算審査特別委員会を
設置し、審査を行いました。

差引額（Ａ）-（Ｂ）（前年比）歳出（Ｂ）（前年比）歳入（Ａ）（前年比）区　　　分
（△１４.０）１,１１４,７３３（２.１）２８,４４７,９４０（１.４）２９,５６２,６７３一　般　会　計
（△８７.８）５,９７０（２.９）７５４,７６８（△２.８）７６０,７３８学 校 給 食 特 別 会 計

特
 別
 会
 計

（１６.７）４００,３５６（△０.９）１０,３４６,７８４（△０.４）１０,７４７,１４０国民健康保険特別会計（事業勘定）
（△１１.６）９,８１７（△２.４）１９９,４８８（△２.９）２０９,３０５国民健康保険特別会計（直診勘定）
（△８８.８）１,８１２（０.７）５５,７０３（△１９.５）５７,５１５聖地公園事業特別会計
（△１５.１）２,４５１（０.２）２３,１８３（△１.５）２５,６３４農業集落排水事業特別会計
（６６.１）１３０,７４０（６.３）５,８９６,３７２（７.１）６,０２７,１１２介 護 保 険 特 別 会 計
（△１９.１）２,５３２（５.６）８０２,９８７（５.５）８０５,５１９後期高齢者医療特別会計
（△７.３）１,６６８,４１１（１.９）４６,５２７,２２５（１.５）４８,１９５,６３６合　　　計

【会計別の決算状況】　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　（単位：千円・％）

（△７６.３）１５,６２０（４.９）２,１５９,８２３（２.４）２,１７５,４４３収益的収入及び支出水 道 事
業 会 計 （６.７）△６５８,５６８（９.６）１,０９３,４８７（１４.５）４３４,９１９資本的収入及び支出

※水道事業会計のうち、収益的収入及び支出は税抜き、資本的収入及び支出は税込み

決算審査特別委員会による現地視察
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（
８
ペ
ー
ジ
下
か
ら
続
く
）

問
特
定
不
妊
治
療
費
助
成
事
業
に
関

し
、
今
後
の
課
題
と
市
民
の
反
応
に

つ
い
て
伺
う
。

答
現
在
、
体
外
受
精
と
顕
微
授
精
の

治
療
に
関
し
て
助
成
を
行
っ
て
い
る

が
、
今
後
、
一
般
不
妊
治
療
や
男
性

不
妊
治
療
な
ど
対
象
範
囲
の
拡
大
を

検
討
し
て
い
る
。
市
民
か
ら
は
、

も
っ
と
若
い
方
へ
の
周
知
を
す
べ
き

と
の
意
見
を
い
た
だ
い
て
お
り
、
今

後
、
周
知
を
図
っ
て
い
き
た
い
。

問
廃
棄
物
不
法
投
棄
対
策
に
つ
い
て

伺
う
。

答
環
境
監
視
員
を
１
名
減
員
す
る
こ

と
で
経
費
の
削
減
を
図
り
な
が
ら
、

監
視
体
制
の
維
持
・
整
備
の
た
め
、

従
来
の
環
境
監
視
員
に
よ
る
定
期
巡

回
に
加
え
、
不
法
投
棄
の
多
い
個
所

に
リ
ー
ス
方
式
に
よ
る
監
視
カ
メ
ラ

を
設
置
す
る
な
ど
対
策
の
強
化
に
努

め
た
。

問
一
般
廃
棄
物
収
集
業
務
委
託
契
約

及
び
資
源
ご
み
分
別
収
集
事
業
に
関

し
、
事
業
開
始
当
初
か
ら
の
累
計
費

用
額
を
伺
う
。

答
開
始
当
初
か
ら
の
累
計
費
用
額
は
、

合
算
で
約
　
億
円
で
あ
る
。

６５

意
見
平
成
　
年
度
に
は
、
指
定
ご
み

２８

袋
の
単
純
従
量
制
が
始
ま
り
、
市
民

に
新
た
な
負
担
を
お
願
い
す
る
こ
と

に
な
る
た
め
、
当
該
委
託
契
約
に
関

す
る
随
意
契
約
を
見
直
し
、
経
費
の

削
減
に
努
め
る
べ
き
で
あ
り
、
資
源

ご
み
の
直
営
収
集
に
伴
う
経
費
の
多

く
を
、
人
件
費
が
占
め
て
い
る
状
況

に
つ
い
て
も
、
市
と
し
て
可
能
な
限

り
改
善
の
方
向
性
を
示
さ
れ
た
い
。

問
君
津
勤
労
者
総
合
福
祉
セ
ン
タ
ー

に
関
し
て
伺
う
。

答
君
津
勤
労
者
総
合
福
祉
セ
ン
タ
ー

は
、
指
定
管
理
者
制
度
を
導
入
の
上
、

現
在
、
市
が
使
用
料
を
徴
収
し
て
い

る
が
、
平
成
　
年
４
月
か
ら
は
、
一

２８

部
利
用
料
金
制
を
採
用
す
る
こ
と
と

し
て
お
り
、
今
後
も
独
立
採
算
の
強

化
に
向
け
た
運
営
体
制
の
確
立
を
目

指
し
た
い
。

問
特
産
品
奨
励
事
業
に
関
連
し
、　JR

東
日
本
と
の
取
引
に
つ
い
て
伺
う
。

答
都
内
や
県
内
の
駅
に
て
君
津
の
 猪
 

い
の
し
し

を
使
っ
た
 猪
肉
蕎
麦
 を
販
売
し
た
と

い
の
し
し
に
く
そ
ば

こ
ろ
、
好
評
に
つ
き
、
約
３
０
０
キ

ロ
グ
ラ
ム
の
 猪
肉
 を
販
売
す
る
こ
と

い
の
し
し
に
く

が
で
き
た
こ
と
。
さ
ら
に
、
平
成
　２７

年
度
の
催
し
の
際
も
約
７
０
０
キ
ロ

グ
ラ
ム
の
発
注
を
受
け
て
い
る
。 

問
君
津
バ
ス
タ
ー
ミ
ナ
ル
駐
車
場
及

び
坂
田
駐
車
場
の
管
理
運
営
に
つ
い

て
伺
う
。

答
君
津
バ
ス
タ
ー
ミ
ナ
ル
駐
車
場
は
、

待
合
所
の
管
理
が
あ
る
た
め
、
無
人

管
理
の
駐
車
場
と
す
る
こ
と
は
困
難

で
あ
る
。
坂
田
駐
車
場
は
、
現
在
、

管
理
人
が
ポ
ー
タ
ブ
ル
更
新
機
を
使

用
し
た
定
期
券
の
更
新
を
行
っ
て
い

る
た
め
、
す
ぐ
に
無
人
管
理
の
駐
車

場
と
す
る
こ
と
は
で
き
な
い
が
、
次

期
の
指
定
管
理
者
の
更
新
時
に
検
討

し
て
い
き
た
い
。

問
消
防
団
に
関
し
て
伺
う
。

答
消
防
団
の
分
団
統
合
に
つ
い
て
は
、

機
能
別
消
防
団
員
数
が
半
数
に
な
っ

た
ら
統
合
を
検
討
し
て
い
く
。
ま
た
、

団
員
へ
の
被
服
の
貸
与
は
操
法
大
会

の
要
員
や
副
分
団
長
以
上
役
員
を
除

き
、
ひ
と
り
１
着
で
あ
る
が
、
平
成

　
年
度
ま
で
に
全
員
に
２
着
目
を
配

30布
で
き
る
よ
う
に
す
る
と
同
時
に
、

現
在
、
ヘ
ル
メ
ッ
ト
と
ベ
ス
ト
を
貸

与
し
て
い
る
消
防
協
力
隊
に
つ
い
て

も
ど
の
よ
う
な
服
装
が
活
動
に
適
し

て
い
る
か
今
後
、
検
討
す
る
。

問
指
導
補
助
教
員
配
置
事
業
に
つ
い

て
伺
う
。

答
指
導
補
助
教
員
に
つ
い
て
は
、
学

校
現
場
か
ら
も
強
い
配
置
要
望
が
あ

る
一
方
で
、
応
募
者
が
採
用
予
定
人

数
に
達
し
な
い
こ
と
か
ら
、
今
後
、

関
係
機
関
に
さ
ら
に
周
知
を
行
い
人

材
の
確
保
に
努
め
て
い
き
た
い
。 

問
学
校
給
食
共
同
調
理
場
建
設
事
業

に
関
し
て
伺
う
。

答
新
た
な
共
同
調
理
場
の
建
設
に
つ

い
て
は
一
時
凍
結
と
し
た
と
こ
ろ
だ

が
、
こ
れ
は
設
計
業
務
に
不
測
の
時

間
を
要
し
た
こ
と
や
建
設
単
価
等
の

高
騰
に
よ
り
、
当
初
の
見
込
み
よ
り

６
億
円
近
く
事
業
費
が
増
加
し
た
こ

と
な
ど
に
よ
る
も
の
で
あ
る
。
今
後
、

こ
れ
ら
を
踏
ま
え
、
平
成
　
年
度
中

２７

に
新
調
理
場
建
設
の
新
た
な
整
備
計

画
を
策
定
す
る
。

問
資
産
割
に
関
し
て
伺
う
。

答
平
成
　
年
度
に
税
率
を
引
き
下
げ

２５

た
が
都
市
部
の
被
保
険
者
に
負
担
が

偏
る
側
面
が
あ
る
こ
と
な
ど
か
ら
課

税
方
式
に
つ
い
て
検
討
し
て
い
く
。

問
管
理
手
数
料
の
滞
納
に
つ
い
て
伺

う
。

答
販
売
か
ら
　
年
が
経
過
し
年
々
、

２０

墓
地
の
使
用
者
の
 代
替
 わ
り
が
進
み
、

だ

い

が

納
付
の
意
識
が
薄
い
承
継
者
が
増
え

て
い
る
こ
と
が
大
き
な
要
因
で
あ
る
。

ま
た
、
第
２
期
整
備
分
の
墓
地
は
、

当
面
、
市
内
在
住
者
へ
の
販
売
に
限

る
が
、
現
地
見
学
会
の
実
施
や
募
集

ポ
ス
タ
ー
を
作
成
し
募
集
に
あ
た
っ

て
い
る
。

委
員
会
討
論

賛
成
討
論

●
認
定
第
１
号

　
国
・
県
補
助
金
等
の
積
極
的
な
活

用
は
も
と
よ
り
、
徴
収
率
向
上
の
取

り
組
み
や
財
源
確
保
の
努
力
に
加
え
、

学
校
施
設
の
耐
震
化
な
ど
に
も
取
り

組
ま
れ
た
も
の
と
理
解
す
る
。

●
認
定
第
２
号

　
新
調
理
場
の
建
設
の
目
途
が
立
た

な
い
中
、
既
存
施
設
の
維
持
・
補
修
、

ま
た
、
給
食
賄
材
料
の
地
産
地
消
化

を
推
進
し
た
点
な
ど
は
評
価
で
き
る
。

今
後
に
つ
い
て
は
、
新
調
理
場
の
建

設
を
最
優
先
課
題
と
す
る
こ
と
を
望

む
。

●
認
定
第
５
号

　
一
般
会
計
か
ら
の
繰
入
金
の
早
期

の
見
直
し
を
望
む
。

附
帯
決
議

　
平
成
　
年
度
一
般
会
計
歳
入
歳
出

２６

決
算
に
関
し
、
次
の
４
点
を
求
め
る
。

・
経
常
収
支
比
率
の
改
善
に
努
め
る

こ
と

・
各
種
基
金
の
活
用
や
運
用
方
法
を

工
夫
す
る
こ
と

・
庁
用
自
動
車
の
厳
格
な
運
行
管
理

と
リ
ー
ス
方
式
な
ど
も
含
め
た
効

率
的
な
車
両
管
理
を
進
め
る
こ
と

・
適
正
な
職
員
配
置
と
業
務
改
善
に

よ
り
、
職
員
の
時
間
外
勤
務
の
抑

制
に
努
め
る
こ
と

認
定
第
２
号

学
校
給
食
特
別
会
計

認
定
第
３
号

国
民
健
康
保
険
特
別
会
計

認
定
第
４
号

聖
地
公
園
事
業
特
別
会
計
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きみつ市議会だよりは再生紙を使用しています。

きみつ市議会だより編集委員

委 員 長／小倉　靖幸
副委員長／加藤喜代美
委　　員／保坂　好一　　真木　好朗　　高橋　明

議会を傍聴してみませんか

　傍聴ご希望の方は、本会

議当日、市役所８階議会事

務局までお申し込みくださ

い。なお、傍聴席は７２席の

ため、先着順となります。

第４回定例会傍聴者数 １８９人
本会議（4日間）

議会の日程や会議録を

インターネットでご覧いただけます。

会議録は、中央図書館でもご覧いただけます。
（第４回定例会の会議録は２月下旬から）

きみつ市議会

〒299-1192  君津市久保2-13-1　TEL.0439-56-1476
ホームページ  http://www.city.kimitsu.lg.jp きみつ市議会

議会本会議を配信中
　本会議のライブ配信・録画配信をしています。
スマホ・タブレットからもご視聴いただけます。

■配信内容　定例会及び臨時会の本会議
■注意　配信内容は公式記録ではありません。視聴の際は、配信ページ内の注意事項を
　　　　必ず確認してください。　
■アクセス方法
　①君津市トップページの右上にある「君津市議会議会中継」をクリック
　②メニューからご視聴になりたいページを選択し、ご視聴ください。
　※ご不明な点は、議会事務局（56-1497）へお問い合わせください。　

第1回
定例会

2月22日（月）
開会予定です

春はすぐそこ！　～君津の特産品～春はすぐそこ！　～君津の特産品～

かずさ四市の道路・河川の整備促進を要望

ようこそ君津市へ　～他自治体からの視察～
　10月および11月に、以下の３市町議会が調査の
ため本市を訪れました。事業の説明が終わると、多く
の質疑があり、活発な意見交換が行われました。
10/23　愛知県刈谷市議会（右写真）
　　　　 （英語教育推進事業）
11/ 5　 静岡県伊豆の国市議会
　　　　 （文化のまちづくり市税１％支援事業）
11/ 6　 香川県まんのう町議会
　　　　 （獣肉処理加工施設の設置と運営）
※括弧の中は調査項目です。

　１０月２９日、安藤敬治議長並びに小倉靖幸副議
長が、「かずさ四市議会議長会」に出席し、地域の
発展や防災対策の観点から、かずさ四市の道路お
よび河川の整備促進などについて、千葉県知事へ
要望書を提出しました。


